
壁を超えるきっかけ—
障害者差別解消法施行
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撮影協力：ほっとランド四季の里教室
ほっとランドでは、障害を抱える小学生から高校生までの子どもたちの自立を
促進するとともに放課後等に安心して過ごせる居場所を提供するサービスを
行っています。ほっとな出会い、ほっとな交流、ほっとな成長、ほっとできる
場所、そして子どもたちのほっとで暖かな未来を願っています。
※写真は保護者の同意を得て掲載しています。
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「　
　
　
神
、
知
的
、
身
体
障

　
　
　
害
者
が
普
通
に
暮
ら

せ
る
街
づ
く
り
を
し
て
く
だ

さ
い
。
変
な
目
で
み
ら
れ
る

の
は
嫌
で
す
。
堂
々
と
生
き

て
い
き
た
い
。
そ
れ
が
自
分

の
意
見
で
す
。」

　
こ
れ
は
平
成
23
年
９
月
に

行
わ
れ
た
障
害
者
ア
ン
ケ
ー

ト
の
自
由
記
載
欄
に
書
か
れ

た
意
見
の
一
部
で
す
。
こ
の

よ
う
に
、
障
害
の
あ
る
人
が
、

暮
ら
し
に
く
さ
「
社
会
的
障

壁
」
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
４
月
１
日
現

在
、
本
庄
市
に
は
障
害
者

手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
が

３
、７
３
０
人
い
ま
す
。
こ

れ
は
約
21
人
に
１
人
が
障
害

を
抱
え
て
暮
ら
し
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
度
施
行
さ
れ
た
障
害

者
差
別
解
消
法
が
、「
障
害

が
あ
る
か
ら
…
」「
障
害
が

あ
る
せ
い
で
…
」
と
感
じ
る

「
壁
」
を
超
え
、
社
会
を
変

え
て
い
く
ひ
と
つ
の
き
っ
か

け
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

障
害
者
差
別
解
消
法
（
４
月
１
日
施
行
）

　
「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
障
害
者
差
別
解
消

法
）」
は
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
し
、
全
て
の
人
が
障
害
の
あ
る
な
し

に
関
わ
ら
ず
、
お
互
い
の
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
を
実

現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
、
４
月
１
日
か
ら
施
行
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
法
律
で
は
、
障
害
を
理
由
と
し
た
「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
」
が
禁
止
さ
れ
、

障
害
が
あ
る
人
へ
の
「
合
理
的
配
慮
」
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
日
々
感
じ
て
い
ま
す
よ
」。
社
会
的
障

壁
は
ど
の
よ
う
な
と
き
に
感
じ
ま
す
か
と

い
う
質
問
に
、
種
村
さ
ん
は
即
答
し
ま
し

た
。

　
種
村
さ
ん
は
、
３
歳
の
と
き
に
小
児
麻

痺
に
か
か
り
、
そ
の
と
き
か
ら
右
下
肢
に

障
害
を
抱
え
て
い
ま
す
。
小
学
校
低
学
年

ま
で
は
、
障
害
を
意
識
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
も
の
の
、
高
学
年
に
な
り
、
埋
め

ら
れ
な
い
身
体
能
力
の
差
が
自
身
を
障
害

者
で
あ
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
た
と
言
い
ま

す
。

　
現
在
は
、
父
と
母
と
３
人
で
始
め
た
ス

テ
ン
レ
ス
加
工
会
社
を
引
き
継
ぎ
、
社
長

と
し
て
会
社
を
運
営
す
る
傍
ら
、
「
こ
こ

ま
で
支
え
て
く
れ
た
父
や
母
を
は
じ
め
、

多
く
の
人
へ
恩
返
し
し
た
い
」
と
、
埼
玉

県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
の
会
長
と
し
て
、

身
体
障
害
者
の
先
頭
に
立
ち
、
行
政
や
国

に
要
望
し
た
り
、
交
流
や
講
演
を
し
た
り

と
多
忙
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

｢

段
差
な
ど
で
車
い
す
が
入
れ
な
い
店

が
あ
る
と
障
害
者
お
断
り
と
書
い
て
あ
る

の
と
同
じ
に
感
じ
て
し
ま
う
」
と
旅
行
が

趣
味
の
種
村
さ
ん
に
と
っ
て
、
ま
だ
ま
だ

壁
は
多
い
。
障
害
者
差
別
解
消
法
は
、
そ

う
い
っ
た
社
会
の
壁
を
越
え
て
い
く
た
め

の
き
っ
か
け
。
「
こ
の
法
律
を
多
く
の
人

が
知
る
こ
と
で
、
障
害
者
だ
け
で
な
く
、

よ
り
多
く
の
人
の
た
め
の
法
律
に
な
っ
て

い
く
」
と
い
う
種
村
さ
ん
。
障
害
へ
の
理

解
や
イ
ン
フ
ラ
面
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
多
く

あ
る
社
会
的
な
壁
。
こ
の
法
律
の
施
行
に

よ
り
、
障
害
者
が
勇
気
を
出
し
て
踏
み
出

せ
る
、
健
常
者
が
そ
っ
と
配
慮
の
手
を
差

し
伸
べ
ら
れ
る
、
そ
し
て
、
誰
も
が
暮
ら

し
や
す
さ
を
感
じ
ら
れ
る
街
へ
と
変
わ
っ

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

｢

本
当
の
意
味
で
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
は
、

障
害
者
と
健
常
者
が
、
同
じ
時
間
、
同
じ

経
験
を
共
有
し
な
け
れ
ば
生
ま
れ
な
い
。

今
は
、
共
有
す
る
場
が
限
定
さ
れ
て
い
る
。

障
害
者
と
健
常
者
が
、
お
し
ゃ
れ
な
喫
茶

店
で
お
茶
を
飲
む
。
居
酒
屋
で
肩
を
並
べ

て
酒
を
飲
む
。
そ
う
し
た
と
き
に
、
ど
こ

の
お
店
で
も
気
兼
ね
な
く
、
ふ
ら
っ
と
立

ち
寄
れ
る
。
共
有
す
る
場
の
選
択
肢
を
狭

め
な
い
そ
ん
な
世
の
中
に
な
っ
て
ほ
し

い
。
」
と
種
村
さ
ん
は
力
強
く
言
い
ま
し

た
。

★障害福祉課☎�１１２５・蕭�１９６３

不当な差別的取扱いとは

　障害を理由として、正当な理由なく、入店やサービスの提供を拒否し
たり、制限したり、条件を付けたりするような行為
具体例　受付の対応を拒否する　
　　　　本人を無視して介助者や支援者、付き添いの人だけに話しかける　など

合理的配慮とは

　障害のある人から、社会の中にあるバリア「社会的障壁」を取り除く
ために何らかの対応を必要としているとの意思が伝えられたときに、負
担が重すぎない範囲で対応すること
具体例　視覚障害のある人には読み上げによる説明を行う
　　　　聴覚障害のある人には筆談など音声とは別の方法で伝える　など

合理的配慮サーチ 検索 障害の種別や生活の場面から事例を
探すことができます

不当な差別的取扱い 障害者への合理的配慮

国の行政機関・地方公共団体等 禁止 法的義務

民間事業者（※） 禁止 努力義務

※民間事業者には個人事業者やＮＰＯ等の非営利事業者も含みます。

本庄市の取組み

・相談窓口の設置
・関係機関のネットワーク作り
・コミュニケーション支援用タブレットの窓口設置
・啓発事業の実施
・道路のバリアフリー化　など

▼コミュニケーション支援用タ
ブレットにより、筆談や分かり
やすいイラストでコミュニケー
ションが円滑になります。

▼本庄駅入口交差点から国道
17号までの道路をバリアフ
リー化しています。歩道が広
がり、段差がなくなります。

市内で活躍するボランティア団体
広報の音声化や点字化する団体や、聴覚障害者福祉に
かかわる団体など、障害者がより暮らしやすい社会を
目指したボランティア団体が活動しています。

★本庄市社会福祉協議会☎�２７５５

障害についてお困りの人へ
障害を理由とする差別で困ったときは、まずは市役所１
階障害福祉課に相談してください。
　また、下記の事務所で、障害のある人の生活全般や就
労に関する相談・支援を行っています。ご利用ください。
障害者生活支援センター「さわやか」（身体）

 ☎�５６２０・蕭�５６４０（休日：火曜日）

障害者生活支援センター「さわやか」（知的）

 ☎�５６３０・蕭�５６６５（休日：火曜日）

障害者生活支援センター「みさと」（精神）

 ☎�３６４６・蕭�４４６１
児玉郡市障がい者就労支援センター

 ☎�３０６４・蕭�１２７１（休日：土・日曜日）

手話奉仕員養成講座入門編
手話で日常会話を行うために必要な技術を習得します。

日程５月23日㈪〜　全27回

会場 はにぽんプラザ　２階活動室 B

★詳しくは 12 ページをご覧ください。

壁を超えるきっかけ—
誰もが暮らしやすい街へ

共に学び共に暮らせる街へ
　埼玉県身体障害者福祉協会　会長

種
たねむら

村　朋
ともふみ

文さん

精

※イメージ



総額　376,160円

市民１人当たりに使われるお金※

総額　135,844円

市民１人当たりが負担する市税※

固定資産税
60,240円

市民税
56,737円

都市計画税
8,463円

市たばこ税
8,107円

軽自動車税
2,297円

民生費
137,313円

教育費
51,719円

※平成28年１月１日現在の人口（78,993人）をもとに計算

総務費
43,483円

衛生費
39,303円

土木費
38,101円

消防費
13,838円

公債費
37,915円

農林水産業費
6,106円

商工費
3,704円

その他
4,678円

歳　入
一般会計予算の構成

歳　出 予算平成28年度
総額
523 億 1,395 万円
（前年度比１億 9,484 万円減）

一般会計	 297 億 1,400 万円
特別会計	 169 億 2,723 万円
企業会計	 56 億 7,272 万円
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施
　
政
　
方
　
針

　
本
年
、
本
市
は
１
月
10
日
に
旧
本
庄
市

と
旧
児
玉
町
が
合
併
し
、
新
本
庄
市
と

な
っ
て
10
周
年
を
迎
え
、
新
た
な
ス
テ
ー

ジ
へ
踏
み
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
皆

さ
ま
と
共
に
た
く
さ
ん
の
課
題
に
向
き
合

い
、
一
歩
一
歩
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
く

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
に

つ
き
ま
し
て
も
、
子
や
孫
の
た
め
に
胸
を

張
っ
て
バ
ト
ン
を
手
渡
せ
る
よ
う
、
皆
さ

ま
と
共
に
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
創
造

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
賜
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

行
政
経
営
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方

　
全
国
的
な
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
の

進
行
、
多
発
す
る
自
然
災
害
な
ど
、
現
代

社
会
は
常
に
困
難
な
課
題
が
突
き
つ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
特
に
急
速
に
進
む
人
口
減

少
問
題
は
、
わ
が
国
に
と
っ
て
、
そ
し
て

本
市
に
と
っ
て
も
最
大
か
つ
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
こ
の
よ
う
な

人
口
減
少
を
是
と
せ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
事
態

を
想
定
し
、
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ
て

も
し
っ
か
り
と
対
応
で
き
る
よ
う
「
備
え

る
」
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
地
方
創

生
を
力
強
く
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
平
成

28
年
度
は
、「
人
も
地
域
も
元
気
で
健
康

な
都
市　

本
庄
」
を
目
標
に
、「
人
を
呼

び
込
む
健
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
を

目
指
し
、「
人
口
減
少
へ
の
対
応
」、「
地

域
経
済
の
活
性
化
」、「
地
域
の
特
性
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
を
重
点
的
・
優
先

的
な
施
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え
方

　
わ
が
国
の
経
済
は
、
政
府
に
よ
る
景
気

対
策
等
に
よ
り
緩
や
か
な
景
気
回
復
基
調

が
続
い
て
い
る
も
の
の
、
地
域
間
で
の
個

人
消
費
の
回
復
の
ば
ら
つ
き
や
生
産
活
動

の
弱
さ
が
見
ら
れ
、
地
方
に
よ
っ
て
は
、

厳
し
い
経
済
環
境
に
あ
る
状
況
で
す
。

　
本
市
の
財
政
状
況
で
す
が
、
歳
入
の
根

幹
を
な
す
市
税
に
お
い
て
は
、
法
人
市
民

税
の
税
率
改
正
等
に
よ
る
減
収
な
ど
に
よ

り
伸
び
悩
み
の
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

将
来
人
口
の
減
少
傾
向
や
、
社
会
保
障
経

費
の
増
加
、
公
共
施
設
の
維
持
・
更
新
に

対
応
す
る
な
ど
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
28

年
度
の
予
算
編
成
は
、
既
存
事
業
の
見
直

し
や
新
た
な
発
想
に
よ
る
事
業
の
創
出
を

行
う
こ
と
で
、
安
定
し
た
雇
用
の
創
出
、

交
流
・
定
住
人
口
の
増
加
、
若
い
世
代
の

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
支
援
、
地
域
連

携
の
促
進
な
ど
を
積
極
的
に
進
め
、
本
市

の
将
来
像
「
あ
な
た
が
活
か
す
、
み
ん
な

で
育
む
、
安
全
と
安
心
の
ま
ち　
本
庄
～

世
の
た
め
、
後
の
た
め
～
」
の
実
現
を
目

指
す
も
の
と
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

 

本
庄
市
長

区　　分 予算額 増減率
一般会計 297億1,400万円 △ 0.1％

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 98億5,855万円 △ 3.6％
住宅資金貸付事業特別会計 435万円 △ 9.6％
児玉南土地区画整理事業特別会計 １億1,998万円 △ 38.3％
農業集落排水事業特別会計 ６億7,015万円 11.8％
介護保険特別会計 55億   786万円 2.2％
後期高齢者医療特別会計 ７億6,634万円 7.9％

企業
会計

水道事業会計 26億5,531万円 4.6％
下水道事業会計 30億1,741万円 △ 2.7％

合　　計 523億1,395万円 △ 0.4％
※水道事業会計、下水道事業会計は、収益的支出及び資本的支出で集計

平成28年度の各会計予算が、

市議会第１回定例会で可決され

ました。

新年度予算の概要と、市が取り

組む主要事業を紹介します。

★財政課☎�１１６３

平成27年度３月補正予算紹介
　国補正予算を活用した、地方創生の加速化、人
口減少や社会保障、ＩＣＴ化に伴う情報セキュリ
ティ等、喫緊の課題に対応する事業として、平成
28年度に繰り越して実施するものです。

○上武絹の道運営協議会への参加　　３５６万円
○絹産業資料等の調査　　　　　　　３００万円
○時刻表等の設置　　　　　　　　　２００万円
○観光関連ホームページ改修への補助
　　　　　　　　　　　　　　　　　３００万円
○観光案内板の設置　　　　　　　　３００万円
○幼児教育無償化のためのシステム改修　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　２２万円
○年金生活者等への臨時的な給付金
　　　　　　　　　　　　　２億４，０７６万円
○情報セキュリティの強化　　　２，５００万円

297億
1,400万円

297億
1,400万円

歳出 歳入
市税
107億
3,073万円
（36.1％）

市債
45億

7,970万円
（15.4％）

国庫支出金
42億9,834万円
（14.5％）

地方交付税
38億5,000万円
（13.0％）

県支出金
19億1,106万円
　　　　（6.4％）

地方消費税交付金　12億8,100万円（4.3％）

繰越金　６億7,900万円（2.3％）
　繰入金　5億9,714万円（2.0％）
　　諸収入　４億5,192万円（1.5％）
　　　分担金及び負担金　４億4,628万円（1.5％）
　　　　地方譲与税　２億6,600万円（0.9％）
　　　　　使用料及び手数料　２億2,332万円（0.7％）
　　　　　　　財産収入　１億6,231万円（0.6％）
　　　　　　　　その他　２億3,720万円（0.8％）

その他　３億6,949万円（1.3％）

商工費　２億9,262万円（1.0％）

農林水産業費　４億8,232万円（1.6％）

消防費　10億9,313万円（3.7％）

公債費　29億9,504万円（10.1％）

民生費
108億
4,676万円
（36.5％）

総務費
34億3,485万円
（11.6％）

土木費
30億970万円
（10.1％）

衛生費
31億466万円
（10.4％）

教育費
40億8,543万円
（13.7％）



心身障害者の「軽自動車税・自動車税・
自動車取得税」が減免になります
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健康づくり推進拠点施設整備事業	 14億6,337万円
　各種保健事業を推進する保健センター機能や休日・
夜間の初期救急機能の充実を図ることができる、新た
な健康づくりの拠点施設の工事を実施します。平成29
年度の開館を予定しています。
◆ほんじょう健康相談ダイヤル24事業	 360万円
　医師や専門スタッフによる24時間対応の健康・医
療・介護・育児等の無料電話相談事業を実施します。
◇健康づくりチャレンジポイント事業	 726万円(合算)
　健康に対する意識の高揚と健康増進を推進し、健康
長寿の実現を図ることを目的に、健康づくり事業の参
加者にポイントを付与し、記念品を贈呈します。
※平成28年度から、対象を20歳以上の全市民に拡大し
ました。

◇小中学校施設整備事業	 ４億7,373万円(合算)
　小中学校の外壁やグラウンドの改修工事、トイレの
改修設計を進めると共に、校務用パソコンのネット
ワーク整備を進めます。
図書館改修事業	 ５億2,753万円
　耐震補強や増築、設備の更新及びバリアフリー化等
の機能強化を図るための大規模改修を平成27、28年度
の２か年で実施します。平成28年度中のリニューアル
オープンを予定しています。
◇競進社模範蚕室管理運営事業	 7,510万円
　県指定文化財の競進社模範蚕室の維持管理を行うほ
か、競進社の歩みや養蚕等に関する資料を展示し、市
の内外に紹介します。平成28年度はトイレ、休憩施設
等の外構工事、誘導板の設置、耐震診断等を行います。

◇都市計画事務費	 3,464万円
　安全で安心な住環境の確保を目的に、空き家除却の
補助金を交付します。また、人口減少や少子高齢化の
進展を踏まえ、コンパクトなまちづくりに取り組むた
め、「立地適正化計画」の策定を行います。
◇本庄早稲田の杜整備事業	 １億6,945万円
　本庄早稲田の杜地区について、地域主体のまちづく
りを進めます。平成28年度は、安全性の確保や円滑な
道路ネットワークの構築のため、新田原通り線の整備
を進めると共に、先行整備地区以外の地域整備計画策
定の調査等を実施します。
交通政策事業	 3,745万円
　高齢者等交通弱者の交通手段を確保するため、デマ
ンド交通、シャトル便を運行する民間事業者に補助を
行います。また、民間路線バス維持のための補助を行
います。

旧本庄商業銀行煉瓦倉庫改修事業	 8,439万円
　絹産業に関連する貴重な近代化遺産である旧本庄商
業銀行煉瓦倉庫の保存・活用のため、平成28年度中の
開館を目指し、改修工事を進めています。
防犯灯ＬＥＤ化推進事業	 8,000万円
　環境に配慮した低炭素社会への寄与、また、消費電
力の削減と防犯灯の長寿命化による防犯灯関連経費の
削減を目的に、３か年で市内全域の防犯灯ＬＥＤ化を
推進します。平成28年度完了予定です。
◇まちづくり振興事務費	 225万円
　市民との協働によるまちづくりを推進するため、地
域の活性化やコミュニティの醸成を図る活動に対し、
補助を実施します。また、市のマスコット「はにぽ
ん」を活用した地域の活性化を図ります。

◇じん芥処理業務事務費	 ２億2,299万円
　一般廃棄物や不法投棄廃棄物などの処理委託を実施
します。また、平成28年度は、家庭系ごみの削減のた
め、「生ごみ水切り器」の開発やごみ出しルールの周
知のため、多言語版「ごみ出しパンフレット」を作成
します。
商工業振興対策事業	 9,842万円
　企業誘致を促進し地域産業の振興と雇用機会の創出
の拡大を図るため、条例に基づき本市立地企業に対し
奨励金を交付します。
◇観光対策事務費	 819万円
　観光振興を推進するため、平成28年度から２か年で、
観光政策の指針となる「観光振興計画」を策定します。

◇企画振興事務費	 404万円
　出生届・婚姻届を提出した世帯の希望者に「広報
ほんじょう」特別版を贈呈するサービスを実施しま
す。また、埼玉県北部地域の人口減少等に対応するた
め、埼玉県と本庄市ほか６市町で若者の定住促進に向
け、連携して共通の課題に取り組んでいきます。
◆総合振興計画推進事業	 1,068万円
　平成28、29年度の２か年で、今後の本庄市のまちづ
くりの指針となる「本庄市総合振興計画」を策定しま
す。
◆公共施設維持保全計画策定事業	 1,172万円
　市の公共施設について、限られた財源の中で市民生
活や事業活動における安全性及び利便性を確保し、施
設の長寿命化、ライフサイクルコストの縮減及び財政
負担の平準化を図るため、「公共施設維持保全計画」
を策定します。

子どもからお年寄りまで、
健やかで安心して暮らせるまち

明日を拓く人を育み、
魅力ある文化が育つまち

自然と人に優しく、
多彩な交流が生まれるまち

市民と行政が連携し、
ともに地域を支えるまち

地域の価値を高め、
活発な産業活動が広がるまち

満足度の高い行政サービスを
効率的に提供するまち

◎政策方針、当初予算概要などの情報は、市ホームページでもご覧になれます。

◆・・・平成28年度新規事業　　◇・・・一部新規事業　　※金額は平成28年度の事業費
平成 28年度 主 要 事 業

健康福祉
分野

教育文化
分野

都市基盤
分野

市民生活
分野

経済環境
分野

行財政経営
分野

　下表に該当する心身障害者が要件を満たした場合、通院・通学や生業等のために使用
する軽自動車・普通自動車等のうち、障害者１人につき１台に限り、軽自動車税・自動
車税・自動車取得税が減免になります。

要件　次のいずれかに該当する場合
●車両の所有者及び運転者が該当者本人又は該当者と生計をともにする人の場合
●該当者のみで構成される世帯が所有する車両を、常時介護する人が運転する場合
※軽自動車税の減免では、その他該当する場合があります。

■軽自動車等の手続き　　★課税課☎�１１２２・蕭�１１９１、市民福祉課☎�１３３３・蕭�１６３０
申請場所 課税課（市役所１階）※継続申請の人は、市民福祉課（アスピアこだま内）でも手続きできます。

手続きに
必要なもの

○身体障害者手帳○療育手帳○精神障害者保健福祉手帳と自立支援医療受給者証○納税義務
者の印鑑○運転者の自動車運転免許証○自動車検査証○納税通知書○納税義務者の通知カー
ド又はマイナンバーカード（個人番号カード）※その他、必要な書類がある場合があります。

申請期間 ５月２日㈪～31日㈫
※毎年申請が必要です。

■普通自動車の手続き　　★本庄県税事務所☎�６１００・蕭�２８４４（自動車税の問い合わせ）
　　　　　　　　　　　　　自動車税事務所熊谷支所☎０４８ー５３２ー８０１１（自動車取得税の問い合わせ）
申請場所 県内各県税事務所、自動車税事務所
手続きに
必要なもの ※軽自動車等の手続きと同じになります。

申請期限 ５月31日㈫まで※減免登録が済んでいる人は、改めて申請する必要はありません。

▼減免の対象となる障害の区分及び級　　★障害福祉課☎�１１２５
▼手帳の種類及び障害の区分 ▼減免の対象となる障害の級

身
体
障
害
者
手
帳

心臓､ じん臓、呼吸器、小腸、ぼうこう又は直腸 １級又は３級
体幹 １級～３級及び５級
聴覚 ２級又は３級

視覚
１級～３級及び４級の１（４級のうち両眼の視力の和が 0.09
～ 0.12）

音声又は言語機能 ３級（こう頭が摘出された場合に限る）
平衡感覚 ３級
上肢 １級又は２級
下肢 １級～６級
乳幼児期以前の非進行性脳病変による運動機能（上肢）１級又は２級
乳幼児期以前の非進行性脳病変による運動機能（移動）１級～６級
ヒト免疫不全ウィルスによる免疫機能、肝臓 １級～３級

戦傷病者手帳 身体障害者手帳の減免の範囲に準じる
療育手帳 Ⓐ又はA

精神障害者保健福祉手帳
１級で、かつ障害者総合支援法に規定する精神通院医療を受け
ている人

※障害名が「左半身不随」のような場合は、障害の区分ごとの等級（上肢○級、下肢○級）により判定します。

税
TAX
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■課の設置等
　保健部介護いきがい課と福祉部社会福祉課の組織を
見直し、地域福祉課と生活自立支援課を新設します。
●地域福祉課（高齢者福祉を含む地域福祉を推進）
地域福祉推進係…社会福祉課地域福祉推進係より移管
長寿いきがい係…介護いきがい課いきがい係より移管・
　　　　　　　　名称変更
●生活自立支援課（生活困窮者と生活保護者の自立支援等）
生活支援係…社会福祉課生活支援係より移管
保護第１係…社会福祉課福祉第１係より移管・名称変更
保護第２係…社会福祉課福祉第２係より移管・名称変更
●介護保険課
　介護いきがい課を名称変更
■係の設置等
・健康推進課健康係を「成人保健係と母子保健係」に再編
　健康推進課新施設建設準備係は廃止
・市民福祉課市民係・税務係を「市民税務係」に統合
・企画課施設調整係を廃止
・市街地整備課区画整理係を廃止

●写真データについて
・縦撮りの写真をお勧めします。
・写真をＡ４サイズに印刷するため、500万画素程度  
 （２～３ＭＢ）のデータ容量としてください。
・写真の上部と下部に文字が入ります。
・お送りいただいた写真をそのまま使います。背景等
　の加工はできません。
●完成した広報紙は申込のあった月の翌月末頃に郵送
　します。

　出生や婚姻の記念日にちなんだ月の「広報ほんじょ
う」にオリジナル表紙をつけて贈呈します。（１組に
つき1部）
●対象　平成28年４月１日以降に出生届又は婚姻届を
　　提出した人で、本庄市に住所がある人
●申込方法（下記のいずれかの方法で）
①届出時に配布される申込用紙に写真データを添えて
　企画課（市役所３階）へ持参（写真データは、ＳＤ
　カード等でお持ちください）
②電子メールに必要事項（申込用紙と同項目）を本文
　に記載し、写真データを添付して下記へ送信
　　 omedetou@city.honjo.lg.jp
●申込期間　届け出日
　　より1年間

　平成 28 年本庄市議会第１回定例会が、2 月 25 日か
ら ３ 月 2３ 日までの日程で開催されました。
　今議会には、総額を歳入歳出それぞれ 297 億 1,400
万円とする『平成 28 年度本庄市一般会計予算』など、
48 議案を提出しました。また、議員提出議案として、
例規改正 2 議案、意見書１議案が提出されました。
　28 日間の審議の結果、すべての議案が原案のとおり
可決・同意され、閉会しました。

●高齢者住宅整備資金融資
･･･ 高齢者の専用居室等を増改築・改造するために必要
　  な資金を融資
　 （※３００万円以内。融資を受けた月の翌月から起算して10年以内に償還)

対象　次の要件をすべて満たす人
　❶60歳以上の親族と同居している(同居しようとする)❷60歳
　未満❸市税を完納❹高齢者の居室等を真に必要としている人
※市内居住の連帯保証人が必要です。

●高齢者居宅改善補助事業
･･･ 段差の解消や手すりの取り付けなど、改善費の一部
　  を補助（※対象経費の１／２で、９万円が上限）

対象　次の要件をすべて満たす人
　❶介護保険の給付対象でない人❷市内に１年以上居住❸65歳
　以上で構成される前年所得税が非課税の世帯❹市税を完納
　❺身体上又は精神上の障害のため日常生活に支障がある人

●高齢者入浴料助成事業
･･･市委託入浴施設の入浴券を１か月当たり５枚発行
対象　世帯員全員が市民税非課税で、自宅に入浴設備がない又は
　　故障等により使用できない住居に居住している65歳以上の人

●要介護高齢者訪問理美容サービス
･･･市委託業者が自宅を訪問する理美容サービスの利用
　    券を年間４枚まで発行
対象　要介護４又は５に認定されている60歳以上で理美容院へ行
　　くことが困難な在宅生活の人

●要介護高齢者ふとん乾燥等事業
･･･市委託業者がふとんの乾燥消毒又は丸洗いを行う   
     （年２回まで。６、９、12、３月実施　※前月までに申請）

対象　世帯員全員が市民税非課税で、要介護４又は５に認定され
　　ている60歳以上の寝たきり状態の人

　夏の日射しをやわらげ、部屋を涼しくし、エアコンの
節電につながる緑のカーテンづくりセット（ゴーヤの苗
等・ネット）を市民のみなさんにプレゼントします。
●対象　市内在住者
●定員　350人（多数の場合抽選）※１家族１セットのみ
●申込　４月19日㈫までに往復はがきに住所・氏名・性
　　別・電話番号を記入のうえ、下記へ郵送（当日消印有効)
※返信部分には、宛名面に返信先の住所と氏名を記入
し、裏面には何も記入せず郵送してください。
●郵送先　〒３６７-８５０１　本庄市本庄３―５―３
　   本庄市役所都市計画課「緑のカーテンプレゼント」係
※当選結果は、郵送で連絡します。
▶︎緑のカーテンを　　　　  ★環境推進課☎�１２４９
　育ててみよう
　今年度も緑のカーテンコンテストを
開催する予定です。皆さんもぜひチャ
レンジしてみてはいかがでしょうか。
コンテストの詳細は、今後広報などで
お知らせします。

お知らせお知らせ お知らせ

お知らせ お知らせお知らせ

▶出生・婚姻の記念に▶地球に優しいエコカーテン ▶４月１日から

▶一般会計予算など 51 議案を可決・同意 ▶特別職職員の就任▶介護負担の軽減に

★企画課☎�１１５７★都市計画課☎�１１３７ ★企画課☎�１１５７

★議会事務局☎�１１４８ ★教育総務課☎�１１８２・監査委員事務局☎�１１８７★地域福祉課☎�１１２７

オリジナル表紙の広報ほんじょうをプレゼント緑のカーテンづくり
セットをプレゼント 市役所組織の変更

平成28年本庄市議会
第１回定例会

教育長、公平委員会
委員に各氏高齢者等とその家族の暮らしを支える制度のお知らせ

↑あなただけのオリジナル広報を、丹精
を込めて作成します

　新たな教育委員会制度に移行す

るにあたり、本庄市教育委員会教育

長に勝山 勉 氏が 4 月 1 日に任命さ

れました。任期は、平成 ３1 年 ３ 月

３1 日までです。

　2 月 25 日に議長・副

議長選挙が行われ、議

長に岩崎信裕氏が、副

議長に小暮ちえ子氏が、

それぞれ選出されました。

　公平委員会委員に、髙橋文子氏が

再任されました。任期は、平成 ３2

年 ３ 月 2３ 日までです。

▶︎教育長に勝山 勉 氏

▶︎議長に岩崎 信裕 氏・副議長に小暮 ちえ子 氏 ▶︎公平委員会委員に
　　　　　　髙橋 文子 氏

教育長
勝山 勉 氏

公平委員会委員
髙橋 文子 氏議長

岩崎 信裕 氏
副議長

小暮 ちえ子 氏

ほんじょうインフォメーション



　ＪＡ埼玉ひびきの農
協から、学童用及び保
護者用横断旗計582本
が寄贈されました。
　いただいた横断旗は、
交通安全活動に役立たせていただきます。

Hot Spaceほっとひと息、
　　　　　　　　　　ホットな話題

ま ち か ど S n a p

本庄絣・伝統工芸を活かしたバッグ
　３月２日、中小企業庁主催の「第２回全国創業スクール選手権」で経
済産業大臣賞(創業スクール大賞)を受賞した内原絵美さん（早稲田の杜在
住：写真右から２番目）が、市長を表敬訪問しました。
　内原さんは昨年､ (公財)本庄早稲田国際リサーチパークが実施する創業
スクールを受講。そこで初めて地域の伝統工芸品「本庄絣」に出会い、そ
の素材を活かしたバッグの企画製造販売を始めました。今回そのビジネス
プランが、全国創業スクール選手権で3,050人の中から見事、大賞に選ば
れました。内原さんは､「地域の人材を積極的に活用し、本庄発信のブラ
ンドに育てていきたい。夢は世界展開です」と笑顔で話していました。

はにぽんプラザで２月26日､「男
　　女共同参画セミナー 男の料理教
室・メタボ予防バランスレシピ」が
行われました。
　参加者のみなさんは、慣れない包
丁の扱いなどに苦戦しながら、最後
は自分たちで作った料理をにっこり
笑顔で食べました。
【市民カメラマン　茂木哲好】

本庄早稲田駅北口に、15歳で希望
　　を胸に故郷から江戸へ旅立つ塙
保己一少年の姿を表した銅像が完成
し、３月12日に除幕式が行われました。
　除幕式では、児玉中学校吹奏楽部
による演奏や寄附者の紹介、銅像制
作に携わった人への感謝状贈呈が行
われ、銅像の完成を華やかにお祝い
しました。

３月15日、本庄市内の市立中学校
　　４校で卒業証書授与式が行われ
ました。722人の生徒が夢と希望を
胸に、３年間過ごした学び舎を巣
立っていきました。
　写真は本庄西中学校。西中学校で
は卒業生を祝うように、白モクレン
の花が今にも開こうとしていまし
た。ご卒業おめでとうございます。

善意ありがとうございます
　市内在住の大正５年生まれの次のみなさんがめでたく
100歳を迎えられました。大正・昭和・平成と３つの時代
を歩んできたみなさんを、吉田市長が訪問し、お祝いの
｢寿状」が手渡されました。

　埼玉北部ヤクルト販売株式会社様から地域福
祉基金に寄附をいただきました。いただいた寄
附金は有効に活用させていただきます。

　児玉工業団地工業会か
ら、車いす２台が寄贈さ
れました。有効に活用さ
せていただきます。

小倉 ウメ さん
（児玉町児玉南）
２月３日生まれ

中井 タネ子 さん
（北堀）

３月10日生まれ

近田 きみ さん
（柏）

３月４日生まれ

林見 あい さん
（東台）

３月20日生まれ

坂本 ふさ さん
（東台）

２月25日生まれ

渋谷 サダ さん
（児玉町保木野）
３月15日生まれ

★地域福祉課☎�１１２７

★学校教育課☎�１１４９

★財政課☎�１１６５
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※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
仮
図
書
館
・
図
書
館
児
玉
分
館
・
秘
書
広
報
課
へ
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
秘
書
広
報
課
☎
�
１
１
５
５

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　  ★秘書広報課�１１５５

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

市
民
税
・
県
民
税
申
告

　
平
成
28
年
度
の
申
告
期
限
は
３

月
15
日
で
し
た
。
申
告
が
必
要
な

人
で
済
ま
せ
て
い
な
い
人
は
、
速

や
か
に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
書
の
内
容
の
確
認
・
訂
正

　
市
で
は
、
税
務
署
で
申
告
を
し

た
人
の
申
告
書
の
内
容
が
、
次
に

該
当
す
る
場
合
、
必
要
に
応
じ
て

訂
正
し
て
い
ま
す
。

・
受
け
ら
れ
な
い
控
除
を
受
け
て　

　
い
る

・
申
告
書
の
計
算
が
誤
っ
て
い
る

・
申
告
書
の
記
載
に
不
備
が
あ
る

・
申
告
し
た
給
与
や
年
金
の
金
額　

　
と
、
市
に
届
い
て
い
る
給
与
支

　
払
報
告
書
や
公
的
年
金
等
支
払

　
報
告
書
の
金
額
が
異
な
る

※
内
容
確
認
の
た
め
、
お
問
い
合

せ
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

★
課
税
課
☎
�
１
１
２
３

は
に
ぽ
ん
シ
ャ
ト
ル
、
は
に
ぽ

ん
号
「
本
庄
早
稲
田
駅
北
口
」

停
留
所
の
位
置
が
変
わ
り
ま
し
た

　
４
月
１
日
㈮
か
ら
、
い
ず
れ
も

③
番
か
ら
②
番
（
駅
舎
に
近
い
位

置
）
に
移
動
し
ま
し
た
。

★
企
画
課
☎
�
１
１
５
７

小
平
市
民
農
園
利
用
者
募
集

　
畑
作
業
の
気
持
ち
良
い
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
自
分
で
作
る
野
菜

は
安
全
で
こ
の
上
な
く
美
味
し
い

で
す
ね
。
こ
の
機
会
に
野
菜
づ
く

り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

場
所　
児
玉
町
小
平
地
内

募
集
区
画
数　
13
区
画（
先
着
順
）

※
１
区
画
約
50
㎡
で
す
。

対
象　
市
内
在
住
者

利
用
料
（
一
年
間
）

　
１
区
画　
２
、
５
０
０
円

申
込　
４
月
11
日
㈪
か
ら
電
話
又　

　
は
直
接
左
記
へ

★
環
境
産
業
課
☎
�
１
３
３
４

本
庄
市
都
市
計
画
下
水
道
事

業
計
画
の
変
更
に
伴
う
事
業

計
画
書
の
縦
覧
に
つ
い
て

　
本
庄
都
市
計
画
下
水
道
事
業
本

庄
公
共
下
水
道
及
び
児
玉
都
市
計

画
下
水
道
事
業
本
庄
公
共
下
水
道

の
事
業
計
画
変
更
に
伴
い
、
事
業

計
画
書
の
縦
覧
を
実
施
し
ま
す
。

縦
覧
期
間　
４
月
８
日
㈮
～
平
成

　
33
年
３
月
31
日
㈬
（
閉
庁
日
を　

　
除
く
）

縦
覧
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午　

　
後
５
時
15
分

縦
覧
場
所　
下
水
道
課
（
市
役
所　

　
２
階
）

★
下
水
道
課
☎
�
１
１
４
７

お
知
ら
せ

祝　百　歳少子化による人口減少に向き合う
　我が国では西暦2008年（平成20年）の１億2,808万
人をピークに人口減少が始まり、このまま低出生率が
続くと、2060年に総人口は9,000万人を割り込むと予
想されています。この傾向は本庄市も同様で、人口も
このままでは2060年に５万人以下と予想されています。
 「昔だって人口は少なかったのだから大丈夫」とい
う方に申し上げますが、問題は人口構成です。65歳以
上の方が社会全体に占める「高齢化率」は、昭和の終
わりまで10％以下でした。それが今は約26％。今後
ともこの値は上昇し続け、このままでは2060年には
39.9％、実に人口の４割が高齢者となります。負担は
現役世代に重くのしかかり、経済の縮小と社会の衰退
が大いに心配されるところです。これは日本社会の将
来にわたる最大の課題です。
　もちろん、お元気な高齢者に今後より一層社会の担
い手として活躍していただくことは大切です。しかし
根本的な解決は、やはりどうしたら生まれる子が増え
るか、でしょう。
　少子化の原因は何か。若い方々が結婚や出産を望ん

でいないのでしょうか？
　実は国が行った若者向けアンケートによれば、独
身者の８割程度は結婚を望んでおり、また既婚者が
理想とする子の数も2.4人程度という数字が出まし
た。本庄市が行ったアンケートでも同様です。そう
いった若い人々の希望がかなえられれば、出生率は
今よりも上昇し、将来的に人口減少をストップさせ
られる、そんな展望も見えてきました。
　結婚に至らない、また子を１人授かっても２人目
３人目が難しい原因として、経済的理由や、出会いが
ない、子育て環境が厳しい、仕事との両立の課題など
が国や自治体のアンケートでも挙げられています。や
はり私たちは社会を挙げて若者の結婚・出産・子育て
を応援しなければならないことを強く認識すべきです。
　このたびこの広報とともに全戸配布させていただ
いた「本庄市　人口ビジョン　まち・ひと・しごと
創生総合戦略」（概要版）は、まさにその課題に本
庄市として向き合い、多くの市民の皆さまと策定し
たものです。ぜひご覧ください。

                                       本庄市長
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お困りの方、いつでもご相談下さい。

５－２－１２

－ －

「
本
庄
市
浄
化
槽
設
置
補
助
金
」

の
ご
案
内

　
市
で
は
、
単
独
処
理
浄
化
槽
又

は
汲
み
取
り
便
槽
を
合
併
処
理
浄

化
槽
に
入
れ
替
え
る
場
合
、
一
定

の
条
件
を
満
た
す
も
の
に
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
補
助
金
申
請
前
に
工
事

を
開
始
し
て
し
ま
う
と
補
助
対
象

外
と
な
り
ま
す
の
で
、
工
事
を
行

う
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

家
屋
の
新
築
な
ど
に
伴
う
浄
化
槽

の
設
置
は
補
助
対
象
外
に
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

受
付
開
始
日　
５
月
16
日
㈪

※
５
月
27
日
㈮
ま
で
は
抽
選
受
付

期
間
と
し
、
抽
選
受
付
で
予
定
基

数
に
満
た
な
い
場
合
、
予
定
基
数

終
了
ま
で
先
着
順
で
受
け
付
け
。

※
土
・
日
・
休
日
は
除
き
ま
す
。

抽
選
日　
６
月
中
旬
（
予
定
）　　

補
助
対
象
外
地
域

・
公
共
下
水
道
事
業
対
象
区
域
及　

　
び
農
業
集
落
排
水
事
業
対
象
区

　
域

・
１
基
の
浄
化
槽
を
用
い
て
集
合

　
処
理
し
て
い
る
区
域

補
助
対
象
要
件　
専
用
住
宅
（
住

　
宅
部
分
の
面
積
が
２
分
の
１
以　

　
上
の
併
用
住
宅
を
含
む
。販
売・

　
賃
貸
目
的
の
も
の
は
除
く
）
に

　
設
置
さ
れ
る
10
人
槽
以
下
の
も　

　
の

補
助
対
象
費
用　
浄
化
槽
設
置
工　

　
事
費
用

※
撤
去
な
ど
に
要
す
る
費
用
も
対

象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

補
助
対
象
工
事　
平
成
28
年
度
中　

　
に
着
工
し
、
平
成
29
年
３
月
10

　
日
㈮
ま
で
に
実
績
報
告
書
を
提

　
出
で
き
る
も
の

★
環
境
推
進
課
☎
�
１
１
７
３

埼
玉
県
食
品
表
示
調
査
員
募

集
　
埼
玉
県
で
は
、
食
品
販
売
店
で

の
日
頃
の
買
い
物
を
通
し
て
食
品

の
表
示
を
確
認
し
、
定
期
的
に
県

へ
報
告
し
て
い
た
だ
く
人
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

対
象　
20
歳
以
上
の
県
内
在
住
者

任
期　
６
月
～
平
成
29
年
３
月

定
員　
１
０
０
人（
選
考
に
よ
る
）

申
込　
住
所・氏
名（
ふ
り
が
な
）・　

　
電
話
番
号
・
年
齢
・
職
業
・
応

　
募
理
由
（
１
０
０
字
程
度
）
を

　
記
入
の
う
え
、
埼
玉
県
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
、
は
が
き
又
は
フ
ァ
ッ　
　

　
ク
ス
で
左
記
へ

郵
送
先　
〒
３
３
０
―
９
３
０
１

　
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
３
―

　
15
―
１

★
埼
玉
県
農
産
物
安
全
課

　

☎
０
４
８
―
８
３
０
―
４
１
１
０　

　
蕭
０
４
８
―
８
３
０
―
４
８
３
２

自
衛
官
募
集

　
防
衛
省
で
は
、
自
衛
官
な
ど
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

○
幹
部
候
補
生
（
一
般
）

応
募
資
格　
日
本
国
籍
を
有
し
22

　
歳
以
上
26
歳
未
満
の
人

※
22
歳
未
満
の
人
は
大
卒
見
込
み

含
む
。
大
学
院
に
お
い
て
は
28
歳

未
満
の
人

受
付
期
間　
５
月
６
日
㈮
ま
で

試
験
日　
５
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰

※
15
日
は
筆
記
式
操
縦
適
性
検
査
・

パ
イ
ロ
ッ
ト
希
望
者
の
み

○
幹
部
候
補
生
（
歯
科・薬
剤
科
）

応
募
資
格　
日
本
国
籍
を
有
し
20

　
歳
以
上
30
歳
未
満
の
人
で
学
校　

　
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
に
お
い

　
て
正
規
の
歯
学
課
程
・
薬
学
課

　
程
（
６
年
制
課
程
に
限
る
）
を

　
卒
業
し
た
人
な
ど

受
付
期
間　
５
月
６
日
㈮
ま
で

試
験
日　
５
月
14
日
㈯

★
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊

　
谷
地
域
事
務
所

　

☎
０
４
８
―
５
２
２
―
４
８
５
５

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

　
国
土
交
通
省
で
は
、
日
常
生
活

で
知
り
得
た
河
川
の
情
報
を
河
川

管
理
者
へ
連
絡
す
る
河
川
愛
護
モ

ニ
タ
ー
の
募
集
を
し
ま
す
。

期
間　
７
月
１
日
㈮
～
平
成
30
年　

　
６
月
30
日
㈯

対
象
河
川　
利
根
川

応
募
資
格　
利
根
川
付
近
に
住
む　

　
20
歳
以
上
の
人

応
募
締
切　
５
月
６
日
㈮

※
手
当
を
支
給
予
定
で
す
。

★
国
土
交
通
省
利
根
川
上
流
河
川　

　
事
務
所
八
斗
島
出
張
所

　
☎
０
２
７
０
―
３
２
―
０
１
６
８

「
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
入
門

編
」
を
開
催

　
聴
覚
障
害
者
の
生
活
と
福
祉
制

度
の
理
解
と
認
識
を
深
め
、
手
話

で
日
常
会
話
を
行
う
た
め
に
必
要

な
技
術
を
習
得
し
ま
す
。

日
時　
５
月
23
日
か
ら
12
月
19
日　

　
ま
で
の
毎
週
月
曜
日
（
７
月
18

　
日
・
８
月
15
日
・
９
月
19
日
・　

　
10
月
10
日
を
除
く
）　
全
27
回　
　

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

会
場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ

対
象　
初
め
て
手
話
を
学
ぶ
本
庄

　
市
児
玉
郡
内
在
住
・
在
勤
者

定
員　
25
人
（
先
着
順
）

費
用　
３
、２
４
０
円
（
テ
キ
ス

　
ト
代
）

申
込　
４
月
11
日
㈪
か
ら
電
話
又　

　
は
直
接
左
記
へ

★
本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
�
２
７
５
５

蕭
�
５
５
１
６

催

し

「
本
庄
早
稲
田
の
杜
里
山
塾

２
０
１
６
」
を
開
催

　
早
稲
田
大
学
本
庄
キ
ャ
ン
パ
ス
・

大
久
保
山
に
は
、
ま
と
ま
っ
た
雑

木
林
が
残
さ
れ
て
い
る
た
め
、
オ

オ
タ
カ
を
は
じ
め
多
く
の
動
植
物

が
生
活
し
て
い
ま
す
。

　
観
察
や
循
環
型
の
意
味
や
体
験

を
通
し
て
、
里
山
の
成
り
立
ち
や

時
間
の
流
れ
を
感
じ
、
人
と
自
然

の
関
わ
り
の
大
切
さ
を
野
外
散
策

と
作
業
中
心
に
学
ぶ
講
座
で
す
。

※
都
合
に
よ
り
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
は
、
各
地

の
環
境
保
全
活
動
の
視
察
及
び
体

験
活
動
と
し
て
、
新
潟
県
越
後
湯

沢
及
び
早
稲
田
大
学
所
沢
キ
ャ
ン

パ
ス
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
０
時
30　
　

　
分

集
合
場
所　
早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー

　

ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ　

　
ン
タ
ー

講
師　
大
堀　
聰　
先
生
（
早
稲　

　
田
大
学
基
幹
理
工
学
部
）
ほ
か

対
象　
ど
な
た
で
も
（
親
子
で
の

　
参
加
歓
迎
）

定
員　
40
人
程
度
（
多
数
の
場
合　

　
抽
選
）

※
応
募
者
全
員
に
後
日
連
絡
し
ま

す
。

費
用　
無
料

※
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
参
加
者
は
、

別
途
１
、０
０
０
円
程
度
の
バ
ス

代
を
徴
収
予
定
で
す
。

申
込　
５
月
10
日
㈫
ま
で
に
、
氏　

　
名
・
住
所
・
連
絡
先
・
年
齢
（
学

　
年
）
を
記
入
の
う
え
、
フ
ァ
ッ　

　
ク
ス
又
は
電
話
で
左
記
へ

★
（
公
財
）
本
庄
早
稲
田
国
際
リ　

　
サ
ー
チ
パ
ー
ク
☎
�
７
４
５
５
・

　
蕭
�
７
４
６
５

◆
本
庄
市
主
催
事
業

初
夏
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

は
に
ぽ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
対
象
事
業

　

本
庄
市
の
偉
人
「
塙
保
己
一
」

ゆ
か
り
の
場
所
、
ち
ょ
う
ど
見
頃

の
正
楽
寺
瑠
璃
ぼ
た
ん
園
を
巡
り
、

普
段
で
は
気
づ
か
な
い
地
元
の
良

さ
を
体
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
４
月
30
日
㈯　
午
前
９
時　

　
集
合
（
正
午
頃
解
散
予
定
）

※
小
雨
決
行
。

集
合
場
所　
児
玉
総
合
支
所
第
２　

　
庁
舎
駐
車
場

コ
ー
ス　
児
玉
地
域　
塙
保
己
一　

　
＆
正
楽
寺
瑠
璃
ぼ
た
ん
園
を
巡

　
る
コ
ー
ス
（
約
6.5
㎞
）

※
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
の
講
習
も

あ
り
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

　
者
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

用
意　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る
服
装
、

　
運
動
靴
、
飲
み
物
等

申
込　
４
月
12
日
㈫
か
ら
電
話
で　

　
左
記
へ
（
電
話
申
込
の
み
）

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

◆
本
庄
市
体
育
協
会
主
催
事
業

春
季
市
民
テ
ニ
ス
大
会

日
程

・
４
月
24
日
㈰

　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
予
戦

・
４
月
29
日
㈷

　
男
子
・
女
子
ダ
ブ
ル
ス

・
５
月
１
日
㈰

　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
本
戦

　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
シ
ニ
ア
ダ
ブ
ル
ス

会
場　
若
泉
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

参
加
資
格　
本
庄
市
児
玉
郡
内
在

　
住
・
在
勤
・
在
学
者
及
び
協
会

　
員

※
シ
ニ
ア
ダ
ブ
ル
ス
は
、
ペ
ア
の

合
計
年
齢
が
女
子
ダ
ブ
ル
ス
で
は

90
歳
以
上
、
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

で
は
１
０
０
歳
以
上
、
男
子
ダ
ブ

ル
ス
で
は
１
１
０
歳
以
上
と
し
ま

す
。

参
加
費　
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル

　
ス
（
１
組
）

　
学　
生　
　
　
１
、
５
０
０
円

　
一　
般　
　
　
２
、
０
０
０
円

　
協
会
員　
　
　
１
、
５
０
０
円

申
込　
４
月
21
日
㈭
ま
で
に
、
本　

　
庄
市
テ
ニ
ス
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー　

　
ジ
（http://w

w
w

.honjo-ta.　

　

org/

）
か
ら
申
し
込
み
又
は
電　

　
話
で
左
記
へ

★
大
会
事
務
局（
ス
ポ
ー
ツ
Ｋ
内
）

☎
�
７
３
３
１

ス
ポ
ー
ツ

日　程 テーマ
５月21日㈯ 大久保山散策（オオタカ、シジュウカラ観察)
６月４日㈯ 循環型農業（サツマイモ植え付け）と散策
７月２日㈯ 大久保山の歴史と塚本山散策
９月24日㈯ エクスカーション(湯沢清水集落)
10月１日㈯ 循環型農業（サツマイモ収穫）と散策
11月５日㈯ エクスカーション（所沢キャンパス）
12月17日㈯ 里山保全作業（落ち葉かき）

平成29年１月21日㈯ １年間の活動の振り返りと散策
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市
民
ゴ
ル
フ
第
56
回
大
会

日
程　
５
月
17
日
㈫

会
場　
北
武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ　

　
ブ

参
加
資
格　
市
内
在
住
・
在
勤
・　

　
在
学
者

費
用

・
参
加
費　
　
　
４
、
０
０
０
円

・
年
会
費　
　
　
１
、
０
０
０
円

・
プ
レ
ー
費　
　
５
、
９
９
０
円

※
昼
食
代
等
を
含
む
。

申
込　
４
月
15
日
㈮
か
ら
４
月
30

　
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
左
記
へ

★
市
民
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
事
務
局（
サ　

　
ン
メ
ン
バ
ー
ズ
内
）・
関
根

☎
�
３
３
３
３

は
じ
め
て
の
卓
球
教
室

日
時　
５
月
４
日
か
ら
25
日
ま
で　

　
の
毎
週
水
曜
日　
全
４
回

　
午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

会
場　
シ
ル
ク
ド
ー
ム

講
師　
市
卓
球
連
盟
指
導
者

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

　
者

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
室
内
用

　
運
動
靴
、
ラ
ケ
ッ
ト

申
込　
４
月
６
日
㈬
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
左
記
へ

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

弓
道
教
室

日
時　
５
月
10
日
か
ら
６
月
10
日

　
ま
で
の
毎
週
火
・
金
曜
日　
全　

　
10
回

○
昼
の
コ
ー
ス

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

○
夜
の
コ
ー
ス

　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

会
場　
弓
道
場

講
師　
市
弓
道
連
盟
指
導
者

対
象　
高
校
生
以
上
の
市
内
在
住
・

　
在
勤
・
在
学
者

定
員　
各
コ
ー
ス
20
人（
先
着
順
）

参
加
費　
１
、
０
０
０
円

用
意　
運
動
す
る
服
装

申
込　
４
月
12
日
㈫
か
ら
電
話
又　

　
は
直
接
左
記
へ

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

柔
道
教
室

日
時　
５
月
11
日
か
ら
６
月
22
日　

　
ま
で
の
毎
週
水
曜
日　
全
７
回

　
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

会
場　
武
道
館

講
師　
市
柔
道
連
盟
指
導
者

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学　

　
者

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

※
柔
道
着
の
貸
与
あ
り
。

申
込　
４
月
14
日
㈭
か
ら
電
話
又

   

は
直
接
左
記
へ

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

早
朝
テ
ニ
ス
教
室

日
時　
５
月
８
日
か
ら
６
月
26
日 

   

ま
で
の
毎
週
日
曜
日　
全
８
回　
　

　
午
前
７
時
～
９
時

会
場　
若
泉
第
１
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

講
師　
市
テ
ニ
ス
協
会
指
導
者

対
象　

高
校
生
以
上
の
市
内
在
住・

　
在
勤
・
在
学
者
及
び
協
会
員

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費

　
一
般　
　
　
　
３
、
０
０
０
円

　
協
会
員　
　
　
２
、
５
０
０
円

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
テ
ニ
ス

　
シ
ュ
ー
ズ
、
ラ
ケ
ッ
ト

申
込　
４
月
13
日
㈬
か
ら
電
話
又　

　
は
直
接
左
記
へ

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

 
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
初
心
者

及
び
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
教
室

日
時　
５
月
19
日
か
ら
６
月
16
日　

　
ま
で
の
毎
週
木
曜
日　
全
５
回

　
午
前
10
時
～
正
午

会
場　
市
民
体
育
館

講
師　
日
本
体
育
協
会
公
認
ス
ポ
ー　

　
ツ
指
導
員
ほ
か

対
象　
初
心
者
及
び
初
級
者
、
中　

　
級
者
で
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

　
学
者

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
１
、
０
０
０
円

※
初
日
に
集
金
し
ま
す
。

用
意　
室
内
用
運
動
靴
、
運
動
す　

　
る
服
装
、
ラ
ケ
ッ
ト
（
お
持
ち

　
の
人
）

申
込　
４
月
20
日
㈬
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
左
記
へ

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

◆
本
庄
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
主
催

市
長
杯
争
奪
市
民
イ
ン
デ
ィ

ア
カ
大
会

　
職
場
や
友
人
で
チ
ー
ム
を
作
っ

て
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
に
挑
戦
し
て
み

ま
せ
ん
か
。　
　

日
時　
５
月
15
日
㈰

　
受
付　
午
前
９
時

　
試
合
開
始　
午
前
９
時
30
分

会
場　
市
民
体
育
館

対
象　
市
内
在
住･

在
勤
者
及
び　

　
協
会
員

参
加
資
格　
女
子
チ
ー
ム
又
は
混　

　
合
チ
ー
ム

競
技
方
法　
Ｊ
Ｉ
Ａ
ル
ー
ル

参
加
費　
無
料

申
込　
５
月
４
日
㈷
午
後
７
時
30　

　
分
か
ら
市
民
体
育
館
で
行
う
組

　
み
合
わ
せ
抽
選
会
に
参
加

★
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会
・
新
井

☎
�
４
８
８
０

市
民
登
山
教
室

日
時　
４
月
30
日
か
ら
５
月
28
日

　
ま
で
の
毎
週
土
曜
日　
全
５
回　
　

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

※
５
月
28
日
㈯
は
実
技
研
修
で
陣

見
山
に
登
り
ま
す
。

会
場　
シ
ル
ク
ド
ー
ム

※
５
月
21
日
㈯
の
み
市
民
文
化
会
館

講
師　
市
山
岳
協
会
指
導
員

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

　
者

※
登
山
未
経
験
者
も
歓
迎
。

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
１
、
０
０
０
円

用
意　
筆
記
用
具
、
歩
き
や
す
い

　
服
装

※
５
月
28
日
㈯
の
実
技
研
修
日
は
、

歩
き
や
す
い
服
装
、
昼
食
、
飲
み

物
、
敷
物
、
雨
具
、
帽
子
、
手
袋
、

履
き
慣
れ
た
運
動
靴

特
典　
教
室
参
加
者
は
、
７
月
の　

　
市
民
軽
登
山
に
ご
案
内
し
ま
す
。

申
込　
４
月
７
日
㈭
か
ら
４
月
22

　
日
㈮
ま
で
に
電
話
又
は
直
接
体

　
育
課
へ

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
山
岳
協

　
会
・
小
野
沢
（
☎
�
１
６
２
６
）

　
へ

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

　
　

◎
開
催
場
所
の
記
載
が
な
い
も
の

は
、
主
催
公
民
館
が
会
場
で
す
。

申
し
込
み
は
い
ず
れ
も
午
前
８
時

30
分
か
ら
で
す
。

本
庄
西
公
民
館　
☎
�
８
７
８
６

◆
春
で
す
。
健
康
と
若
さ
に
「
気

軽
な
リ
ン
パ
」
教
室

は
に
ぽ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
対
象
事
業　
　
　
　
　
　
　
　

日
時　
５
月
13
日
㈮　
午
前
10
時

　
30
分
～
午
後
０
時
30
分

講
師　
田
邊　
洋
子　
先
生

内
容　
こ
の
季
節
「
健
康
」
に
目

　
を
向
け
て
生
き
生
き
と
！
気
軽

　
に
で
き
る
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
飲
み
物

申
込　
４
月
13
日
㈬
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ

北
泉
公
民
館　
　
☎
�
２
４
８
４

◆
自
彊き

ょ
う

術
教
室

は
に
ぽ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
対
象
事
業

日
時　
４
月
19
日
㈫
・
26
日
㈫

　
全
２
回　
午
後
１
時
30
分
～
３　

　
時

講
師　
坂
本　
真
理
子　
先
生

内
容　
膝
・
腰
の
痛
み
に
効
果
的

　
な
、
全
身
を
ゆ
っ
く
り
動
か
し

　
自
立
神
経
を
刺
激
し
な
が
ら
自　

　
分
自
身
を
整
体
す
る
健
康
体
操

定
員　
12
人

費
用　
無
料

用
意　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
又
は
厚
手
の

　
タ
オ
ル
、
五
本
指
の
靴
下
、
飲

　
み
物

申
込　
４
月
７
日
㈭
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ

児
玉
中
央
公
民
館
（
セ
ル
デ
ィ
）

☎
�
８
８
５
１

◆
月
釜
茶
会

　
お
茶
会
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
毎
月
第
２
日
曜
日

に
開
催
し
て
い
ま
す
。（
た
だ
し
、

１
月
と
８
月
は
お
休
み
で
す
。）

日
時　
４
月
10
日
㈰　
午
後
１
時
～

　
４
時

費
用　
５
０
０
円
（
茶・菓
子
代
）

◆
骨
盤
体
操
教
室
～
ス
ト
レ
ッ
チ

で
体
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
～

は
に
ぽ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
対
象
教
室　
　

日
時　
４
月
21
日
㈭
・
28
日
㈭

　
全
２
回　
午
前
10
時
～
11
時
30

　
分　

講
師　
栗
田　
美
紀　
先
生

内
容　
年
齢
を
問
わ
ず
で
き
る
ス

　
ト
レ
ッ
チ
で
筋
肉
を
ほ
ぐ
す

定
員　
25
人
（
先
着
順
）

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
飲
み
物
、

　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
タ
オ　

　
ル（
肩
に
か
け
ら
れ
る
サ
イ
ズ
）

申
込　
４
月
11
日
㈪
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
教
室

日
時　
５
月
２
日
か
ら
30
日
ま
で　

　
の
毎
週
月
曜
日　
全
５
回　
午

　
前
９
時
～
正
午

会
場　
若
泉
運
動
公
園
第
２
グ
ラ　

　
ウ
ン
ド

講
師　
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協　

　
会
指
導
員

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学　

　
者

※
障
害
が
あ
る
人
も
参
加
で
き
ま

す
。

参
加
費　
無
料

※
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
用
具
の
貸

出
あ
り
。

申
込　
４
月
７
日
㈭
か
ら
19
日
㈫

　
ま
で
に
電
話
又
は
直
接
体
育
課　

　
へ

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
グ
ラ
ウ

　
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
・
田
中
（
☎

　
�
６
７
９
９
）
へ

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

市
民
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ

ル
フ
教
室

日
時　
５
月
７
日
か
ら
21
日
ま
で

　
の
毎
週
土
曜
日　
全
３
回　
午

　
前
９
時
～
正
午

会
場　
陽
だ
ま
り
の
丘
Ｔ
Ｂ
Ｇ
コ
ー

　
ス
（
シ
ル
ク
ド
ー
ム
南
側
）

講
師　
全
日
本
Ｔ
Ｂ
Ｇ
協
会
認
定

　
指
導
員

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
者

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
汗
拭
き　

　
用
タ
オ
ル
、
飲
み
物

※
用
具
（
ク
ラ
ブ
・
マ
ッ
ト
・
ボ
ー

ル
）
は
用
意
し
ま
す
。

申
込　
４
月
８
日
㈮
か
ら
21
日
㈭

　
ま
で
に
電
話
又
は
直
接
体
育
課　

　
へ

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
タ
ー
ゲ
ッ

　
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
協
会
・
新
井

（
☎
�
９
４
７
９
）
へ

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

公
民
館

日時　５月15日㈰
　　　開場：午前11時　試合開始：午後１時　
会場　本庄総合公園市民球場
チケット販売
チケットは、シルクドーム、エコーピア、湯かっこ他
で４月11日㈪より販売します。

日　　時　６月11日㈯
　　　　　集合：午前10時45分　試合開始：午後２時
集合場所　本庄総合公園駐車場
会　　場　西武プリンスドーム
対　　象　市内在住・在勤・在学者
定　　員　300人（先着順）
参 加 費　3,500円（交通費・内野指定席料金）
申　　込　４月16日㈯から５月15日㈰までに、参加費
　　　　　を添えて直接シルクドームへ
※イースタン・リーグ当日に球場でも申込できます。
★本庄市プロ野球等開催実行委員会（シルクドーム内)
　　☎�５６７７

※全席自由席、小学生未満は無料。
※当日券のみ、西武ライオンズファンクラブ会員証提
示で外野席200円割引。

２０１６イースタン・リーグ公式戦

本庄市民応援バスツアーを開催

埼玉西武ライオンズ　ＶＳ　読売ジャイアンツ

埼玉西武ライオンズ　ＶＳ　中日ドラゴンズ

発売券種 前売料金 当日料金
内野席

（椅子）
大人 1,200 円 1,500 円

小・中学生 300 円 500 円
外野席

（芝生）
大人 400 円 600 円

小・中学生 100 円 300 円
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本
庄
公
民
館　

 

☎
�
７
３
８
３

◎
車
の
ナ
ビ
を
利
用
す
る
人
は
、
住
所
（
東

　
台
５
―
２
―
33
）
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
教
室

日
時　
４
月
25
日
㈪　
全
１
回

　
午
後
１
時
～
４
時

講
師　
金
井　
恵
子　
先
生

内
容　
小
物
入
れ
の
蓋
に
可
愛
い

　
小
花
を
描
く

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

費
用　
１
、
２
０
０
円

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具

申
込　
４
月
12
日
㈫

　
か
ら
電
話
又
は

　
直
接
公
民
館
へ

◆
エ
ク
セ
ル
基
礎
講
座

日
時　
４
月
15
日
か
ら
５
月
27
日

　
ま
で
の
毎
週
金
曜
日
（
４
月
29

　
日
・
５
月
20
日
を
除
く
）　

全

　
５
回　
午
前
９
時
～
正
午

場
所　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ

講
師　
南　
徳
美　
先
生

定
員　
16
人
（
先
着
順
）

費
用　
３
、
０
０
０
円

用
意　
筆
記
用
具

申
込　
４
月
11
日
㈪
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ

◆
ワ
ー
ド
基
礎
講
座

日
時　
４
月
18
日
か
ら
５
月
16
日

　
ま
で
の
毎
週
月
曜
日　
全
５
回

　
午
後
１
時
～
４
時

講
師　
南　
徳
美　
先
生

定
員　
16
人
（
先
着
順
）

費
用　
３
、
０
０
０
円

用
意　
筆
記
用
具

申
込　
４
月
11
日
㈪
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ

本
庄
東
公
民
館　
☎
�
３
４
０
４

◆
ベ
ネ
チ
ア
ン
ガ
ラ
ス
ア
ー
ト
教

室日
時　
４
月
21
日
㈭　
午
前
10
時
～

　
正
午

講
師　
大
類　
敏
美　
先
生
（
ガ

　
ラ
ス
フ
ュ
ー
ジ
ン
グ
イ
ン
ス
ト

　
ラ
ク
タ
ー
）

内
容　
七
宝
風
の
オ
リ
ジ
ナ

　
ル
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

費
用　
１
、
８
０
０
円

用
意　
ピ
ン
セ
ッ
ト
、
飲
み
物

申
込　
４
月
８
日
㈮
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ

◆
ボ
ッ
チ
ャ
体
験
教
室

は
に
ぽ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
対
象
事
業

日
時　
４
月
23
日
㈯
・
５
月
７
日

　
㈯
・
14
日
㈯　
全
３
回　
午
後

　
１
時
30
分
～
３
時
30
分　
　

講
師　
原
嶌　
喜
英　
先
生

協
力　
本
庄
ボ
ッ
チ
ャ
の
会

対
象　
小
学
生
以
上
（
直
径
８
㎝

　
程
の
ボ
ー
ル
を
転
が
せ
る
人
）

内
容　
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
で
、

　
誰
で
も
簡
単
に
楽
し
め
る「
ボ
ッ

　
チ
ャ
」
を
と
お
し
て
交
流

定
員　
12
人
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
室
内
用

　
運
動
靴
、
飲
み
物

申
込　
４
月
11
日
㈪
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ

◆
菊
造
り
教
室

日
時　
５
月
10
日
㈫
・
６
月
14
日

　
㈫
・
７
月
12
日
㈫　
全
３
回　

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分　
　
　

講
師　
新
井　
康
之　
先
生

協
力　
本
庄
市
菊
花
会

内
容　
菊
の
鉢
植
え
で
、
家
庭
で

　
飾
れ
る
色
々
な
菊
を
造
る

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

費
用　
１
、
０
０
０
円

用
意　
軍
手
、
鉢
持
帰
り
用
ビ
ニ
ー

　
ル
袋
、
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、
飲

　
み
物
、
筆
記
用
具

申
込　
４
月
13
日
㈬
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ

旭
公
民
館　
　
　
☎
�
５
９
４
０

◆
ク
ラ
フ
ト
教
室

日
時　
４
月
21
日
㈭
・
28
日
㈭　

　
全
２
回　
午
後
１
時
30
分
～
３

　
時
30
分　
　

講
師　
千
田　
麗
子　
先
生

内
容　
①
消
し
ゴ
ム
印
ス
タ
ン
プ

　
で
絵
葉
書
を
作
る
②
ポ
ッ
プ
ア
ッ

　
プ
の
グ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ
カ
ー
ド

　
を
２
種
類
作
る

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

費
用　
５
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意　
（
デ
ザ
イ
ン
）
カ
ッ
タ
ー
、

　
鉛
筆
２
本
、
消
し
ゴ
ム
、
は
さ

　
み
、
定
規
、
の
り

申
込　
４
月
11
日
㈪
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ

仁
手
公
民
館　
　
☎
�
３
５
３
８

◆
飾
り
巻
き
寿
司
教
室　
　
　

日
時　
４
月
26
日
㈫　
午
前
９
時

　
30
分
～
正
午

講
師　
市
食
生
活
改
善
推
進
員

内
容　
端
午
の
節
句
を
テ
ー
マ
と

　
し
た
太
巻
き
寿
司
を
作
る

定
員　
12
人 

（
先
着
順
）   　

費
用　
５
０
０
円

用
意  

エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
用
タ

　

オ
ル
、
三
角
巾
、
持
ち
帰
り
容
器

申
込　
４
月
11
日
㈪
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ

共
和
公
民
館　
　
☎
�
０
３
３
７

◆
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
作
り
教
室

日
時　
４
月
20
日
㈬
①
午
前
10
時
～

　
正
午　
②
午
後
１
時
30
分
～
３

　
時
30
分

＊
ど
ち
ら
か
１
回
を
選
択

講
師　
今
村　
悦
子　
先
生

内
容　
ボ
ー
ル
１
つ
で
で
き
る
お

　
い
し
い
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
作
り

定
員　
各
回
９
人
（
先
着
順
）

費
用　
６
０
０
円

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

　
拭
き
用
タ
オ
ル

申
込　
４
月
６
日
㈬
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

　
金
・
土
の
み
連
絡
可
）

◆
ホ
ッ
ト
・
ヨ
ガ
教
室

は
に
ぽ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
対
象
事
業

日
時　
４
月
21
日
㈭
・
28
日
㈭　

　
全
２
回　
午
後
１
時
～
２
時

内
容　
ヨ
ガ
運
動
に
よ
る
発
汗
で

　
体
の
基
礎
代
謝
や
デ
ト
ッ
ク
ス

　
作
用
を
高
め
、
血
行
改
善
や
ダ

　
イ
エ
ッ
ト
効
果
に
役
立
て
る

講
師　
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ｏ　
先
生
（
全

　
米
ヨ
ガ
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
２
０

　
０
Ｒ
Ｔ
Ｙ
取
得
）

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

用
意　
加
湿
器
（
事
前
に
共
和
公

　

民
館
へ
持
参
く
だ
さ
い
）、
ヨ

　
ガ
マ
ッ
ト
又
は
大
判
タ
オ
ル
、

　
汗
拭
き
用
タ
オ
ル
、
運
動
す
る

　
服
装
、
飲
み
物

申
込　
４
月
13
日
㈬
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

　
金
・
土
の
み
連
絡
可
）

児
玉
公
民
館
（
ア
ス
ピ
ア
こ
だ
ま

内
）　　
　
　
　

 

☎
�
４
７
８
９

◆
ミ
ニ
盆
栽
と
苔
玉
教
室

日
時　
４
月
27
日
㈬　
午
後
１
時

　
30
分
～
３
時
30
分

講
師　
立
花　
勲　
先
生

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

費
用　
１
、０
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
ゴ
ム
手
袋
、

　
手
拭
き
用
タ
オ
ル

申
込　
４
月
13
日
㈬
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

　
金
・
土
の
み
連
絡
可
）

★今月の児童図書
歴史を味方にしよう

堂門 冬二 著 
もっくりやまのごろったぎつね

小沢 良吉 え 
キキに出会った人びと

角野 栄子 作 
16歳の語り部

佐藤 敏郎 監修 

★今月の児童図書
おうさまのくつ
　　　　  ルイス・スロボドキン 絵 
さかさ町
 F. エマーソン・アンドリュース 作 
おじょらぽん

さいとう としゆき 絵 
サクラの絵本　          勝木 俊雄 編 

新 着 図 書 案 内 イ ベ ン ト

児 玉 分 館

  図書館（いまい台）

開館時間／午前９時30分～午後６時15分
休 館 日／毎週月曜日、29日㈷（祝日休館日)、
　　　　　30日㈯（館内整理日）
ホームページアドレス　http://www.lib.honjo.saitama.jp/

本庄高校図書館地域開放日
（毎週土曜日）

◎午後１時～４時45分
　４月９日・16日・23日
★本庄高校図書館☎�１１９５

たのしいおはなし会

 絵本と
 わらべうたのおはなし会

東京近郊　七福神めぐり

「江戸名所百人美女」
江戸美人の粋な暮らし

でんしゃがはしる

マンモスアカデミー　1

新ハイキング社 編

山田 順子 著

山本 忠敬 さく・え 

ニール・レイトン 作

本庄市の七福神も紹
介されています。暖
かく気持ちの良いこ
の季節、無病息災・
平和を祈って県内の
七福神をめぐる旅に
出かけてみては？

３代歌川豊国の傑作美
人画「江戸名所百人美
女」から読み解く十人
十色の江戸暮らし。江
戸に生きた美女達の生
活は如何に・・

東京の街を走る「山手線」は、１周する
間にさまざまな電車と出会います。丁寧

に描かれた電車
たちは、見てい
るだけで楽しい
気持ちにさせて
くれます。

オスカーは、マンモ
スの男の子。ある日、
アカデミーの給食室
からオレンジが盗ま
れた！犯人は一体だ
れ！？

★今月の一般図書
落語のひみつ 　　　         桂 平治 著
四季の花あるき　           ＪＴＢ 発行
孫と私の小さな歴史
                                  佐藤 愛子 著
図書館の殺人　 　         青崎 有吾 著
午後二時の証言者たち
                                  天野 節子 著
日本の化学の歴史　       井沢 省吾 著

★今月の一般図書
絶筆　　　　　　          野坂 昭如 著
ガラパゴス（上・下）　
                                  相場 英雄 著
蓮の数式                      遠田 潤子 著
花冷えて　　　       あさの あつこ 著
歳をとるのは面白い
                             ＰＨＰ編集部 編

図 書 館 だ よ り

◇図書館（いまい台）
日時　４月９日㈯　
　　　午前11時～11時30分
　　　４月23日㈯
　　　午後２時～２時30分
内容 「春」をテーマとした絵
　　　本やおはなしなど
協力　よみきかせサークル「本
　　　　庄ほんの会」のみなさん
◇児玉分館
日時　４月９日㈯　
　　　午前11時～11時30分
内容　「友達」をテーマとした
　　　絵本やおはなしなど
協力　こだまお話しの会・語
　　　りの会「言依」のみな
　　　さん

対象　保育園・幼稚園入園前
　　　のお子さんと保護者
内容　絵本の読み聞かせやわ
　　　らべうたなど
◇図書館（いまい台）
日時　４月７日㈭
　　　５月12日㈭
　　　午前11時～11時30分
◇児玉分館
日時　４月13日㈬
　　　５月11日㈬　
　　　午前11時～11時30分

いまい台☎�３７４６／児玉分館☎�１７８３



Event Event

       前原児童センター　☎�９８２０ 日の出児童センター　☎�０４２０ 児玉児童センター　☎�６８０５

４月１日㈮ ふれあいうたあそび シールあそび フラフープあそび
４日㈪ 大型絵本 ペーパーシアター おりがみあそび
６日㈬ シアターあそび おりがみあそび パネルシアター

８日㈮ 今日から 28 年度スタートします！　ようこそ！つどいの広場へ　
ふれあいうたあそび♪　みんなでたのしくあそびましょう！

11日㈪ 紙芝居 ぬりえあそび シールあそび

13日㈬ ぬりえあそび シールあそび 消防署見学
（雨天時はエプロンシアター）

15日㈮ ようこそ「ゆうゆう」へ
～輪になって遊ぼう～ 小麦粉ねんどあそび 紙芝居

18日㈪ シールあそび 紙芝居 フラワーペーパーあそび

20日㈬ リトミック（小川豊子先生） ようこそ「ゆうゆう」へ
～輪になって遊ぼう～ 小麦粉ねんどあそび

22日㈮ 絵本と工作（小関清美先生） こどもの日製作 ペープサート

25日㈪ こどもの日製作 フラワーペーパーあそび ようこそ「ゆうゆう」へ
～輪になって遊ぼう～

27日㈬ しゃぼん玉あそび スキンシップあそび
（斎藤小百合先生） しゃぼん玉あそび

５月２日㈪ フラワーペーパーあそび ペープサート こどもの日製作

６日㈮ 子育てサロン「ゆうゆう」
『絵本とともだち』 しゃぼん玉あそび ぬりえあそび

９日㈪ ペープサート 歯のはなし（飯島和美先生） 大きな絵を描こう
 ■ 子育てサロン「ゆうゆう」は子育て応援団「本庄びすけっと」のご協力をいただき開催しています。

日　程 時　間
４月12日・19日・26日の火曜日 午前10時30分～11時30分

児童センターでは、乳幼児の親子が交流する「広場」（前原つどいの広場・日の出つどいの広場・
児玉つどいの広場）を下表の講座開催日の午前９時～午後２時の間、開放しています。

子育て支援のお知らせ

◆親子でふれあうあそびの講座（午前10時〜11時）

つどいの
広場

ママ
  サロン

育児相談
  ・学級

※
講
座
の
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●会場：子育て支援センター（いずみ保育所内）☎�４８９１

■ママサロンは本庄子育てネットのご協力をいただき開催しています。

ママサロンでは、親子で楽しめる歌や
手遊び、絵本の読み聞かせなどをして
います。育児相談も受けています。初
めて参加するママも大歓迎です。

　子育て中の人やこれから子育て
を始める人に役立つ子育て情報や
生活情報を提供します。ご夫婦・
ご家族そろってお出かけください。

　コンサートにはＮＨＫ教育「おかあさんといっ
しょ」４代目ダンスのおねえさん、いとうまゆ
氏をお招きしています。子どもとのふれ合い
を通じて親子の絆を深めてみませんか。

●会場：本庄市保健センター☎�２００３
相談・学級 内　容 日　時 申　込

すくすく相談 身長・体重の計測、
育児・栄養相談

４月21日㈭・５月19日㈭
午前９時30分～11時(15分ごとに実施)
※５月19日㈭は、アスピアこだまで実施

定員あり。
各実施月の１日から本庄
市保健センターへ（電話に
よる育児相談は随時受付）母乳相談 母乳に関する相談

おや親タマゴ
「はじめて生活
with ベビー」

妊娠中の生活、お風呂
の入れ方の実習など

４月23日㈯
午前９時30分～正午 定員あり（随時受付）

前原児童センター 児玉児童センター

「本庄ママビーノ」実行委員会・飯塚 (NINOKURA) ☎�７８７８ 本庄市ファミリー ･サポート ･ センター（本庄市社協内）☎�２７５５★ ★

ラケットの持ち方
から教えます

誰でもすぐに覚えられる
簡単な英語で遊ぼう卓球教室を開催 英語であそぼうを開催

▶日時　４月23日㈯　午前10時～
▶対象　小学生
▶定員　10人（先着順）
▶費用　無料
▶用意　飲み物
▶申込　４月９日㈯　午前９時から電話又は直接下記へ
★前原児童センター☎�９８２０

▶日時　４月30日㈯　午後２時～
▶対象　小学生
▶講師　田端　宣子　先生
▶定員　20人(先着順)
▶費用　無料
▶申込　４月16日㈯　午前９時から電話又は直接下記へ
★児玉児童センター(アスピアこだま内)☎�６８０５

▶日時　５月１日㈰　午前10時～午後４時
▶会場　シルクドーム
▶主なイベント内容
　○ハンドメイド作品販売
　○ワークショップ（親子で参加できるもの）
　○リラクゼーション・美容体験
　○展示・情報発信（地域の子育て情報）
▶費用　無料

▶日時　５月14日㈯　

　　　　午後１時30分～３時
▶会場　本庄市武道館
▶対象　市内在住又は在園児をもつ
　　　　親子50組（先着順）
▶費用　無料
▶申込　４月12日㈫から電話で本庄市              
　　　　ファミリー・サポート・センターへ

児 童 セ ン タ ー のイベント

催し 催し子育てに役立つ情報提供 本庄市ファミリー・サポート・センター公開講座

「本庄ママビーノ」を開催 「ファミリーコンサート」を開催

あて先 〒367-8501　本庄市本庄3-5-3　本庄市役所秘書広報課広報広聴係☎�1155
※締め切りは４月15日㈮必着です｡

19 平成28年４月１日号 18

５月にお誕生日を迎える小
学校就学前のお子さんの写
真を募集中です。顔のはっ
きり写ったお子さんの写真、
氏名、ふりがな、住所、生
年月日、保護者の氏名、連
絡先を記入のうえ下記のあ
て先へ郵送又は直接持参し
てください。応募多数の場
合は抽選とし、未掲載のお
子さんが優先となります。
※応募いただいた写真は返
却できません。

HAPPY BIRTHDAY

4月生まれのみん
な

小
お の

野　隼
はやと

ちゃん　２歳

今井

蓜
はいしま

島 瑠
る か

架ちゃん　１歳
児玉町児玉

川
かわにし

西ひかりちゃん ２歳
児玉町蛭川

樋
ひ ぐ ち

口 雄
ゆうすけ

祐ちゃん　１歳

小島南

高
たかやなぎ

柳心
し ん た ろ う

太郎ちゃん  2 歳

児玉町高柳

山
や ま だ

田 彩
あ や の

乃ちゃん　２歳

日の出
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はにぽんチャレンジ
２０１５

賞品交換期限

４月28日㈭まで

ポイントカードと健康保
険証を持参のうえ、保険
課（市役所1階）又は市
民福祉課（アスピアこだ
ま）へ
※はにぽんチャレンジ
2016は、対象者を拡大し
て実施します。詳細は、
広報ほんじょう５月号で
お知らせします。
＊はにぽんチャレンジに
　関するお問い合わせは、
　保険課☎�１１１６へ

みんなの
けんこう
ガ イ ド

★本庄市保健センター☎�２００３
※お問い合わせは、午前８時30分からです。

高齢者用肺炎球菌ワクチン予防接種

地域の医療と健康を考える会

普通救命講習会

対象者
○今年度
　 65･70･75･80･85･90･95･100歳　
　になる人（平成29年３月31日現在）
※４月１日生まれの人は３月31日に満年齢に達します。

○接種日時点で60歳以上65歳未満の人で、
　心臓・じん臓・呼吸器の機能又はヒト免
　疫不全ウイルスによる免疫機能に一定の
　障害を有する人
※既に肺炎球菌ワクチン（23価肺炎球菌莢

きょうまく
膜ポリサッカ

ライド）の接種を受けた人は接種対象外です。

日時　５月14日㈯　
　　　午後２時～４時30分
　　　　　　　　　　（受付　午後１時40分）

会場　早稲田リサーチパーク・
　　　コミュニケーションセンター
講師　梅松　瞳　氏（東京大学附属病院　
　　　糖尿病・代謝内科　医師）

①普通救命講習Ⅰ
日時　５月14日㈯、６月18日㈯、７月15日㈮、８月
　27日㈯　各日午前９時～正午
内容　心肺蘇生法（ＡＥＤの使用法を含む)、大出血
　時の止血法、気道異物除去法
②普通救命講習Ⅱ
日時　９月17日㈯　午前９時～午後１時
内容　普通救命講習Ⅰの内容、座学・実技の効果測定
※上記日程以外に普通救命講習Ⅰ・Ⅱ、普通救命講習Ⅲ（小児・乳
児・新生児に対する応急手当）及び上級救命講習（普通救命講習Ⅰ～
Ⅲの内容、傷病者管理法など）は団体（15人以上）での申し込みによ
り開催できます。

《①②共通》
場所　児玉郡市広域消防本部（西富田９０４―３）
対象　中学生以上の本庄市・児玉郡在住、在勤、在学者
定員　30人（希望者が７人未満の場合、中止になるこ
　とがあります。）
申込　受講申請書に必要事項を記入のうえ、児玉郡市
　広域消防本部中央消防署へ提出（開催１週間前まで
　先着順で受付。）
※受講申込書は、中央消防署で配付
又は児玉郡市広域市町村圏組合ホーム
ページ（http://www.kodamakouiki.
jp/）からダウンロードできます。

定員　１００人程度（事前申込者優先）
費用　無料
申込　５月10日㈫までに住所・氏名・連絡
　先を記入のうえ、ファックス又は電話で
　下記へ
★（公財）本庄早稲田国際リサーチパーク
　☎�７４５５・蕭�７４６５

対象者には、３月末に予診票を郵送しました。接種を希望する人は、予診票を持参の
　　うえ、同封した通知に記載の実施医療機関で接種を受けてください。なお、対象者で予
診票が届いていない場合は、本庄市保健センターへお問い合わせください。

世界でも日本でも、糖尿病の患者数は年々増加傾向にあり、その治療・克服は世界的
　　 に重要な課題となっています。元気に、長く生きる「健康長寿」のために糖尿病の
最新の情報をお伝えします。

接種期間
４月１日㈮～平成29年３月31日㈮

自己負担額　２,０００円
※生活保護世帯の人、中国残留邦人等支援受給者、
東日本大震災で被災された人は無料。

接種回数　生涯１回
※かかりつけ医が埼玉県内の他の市町村にいる場
合、埼玉県の接種協力医であれば接種できます。接
種協力医については、かかりつけ医又は本庄市保健
センターへお問い合わせください。

（平成28年度対象者）

★児玉郡市広域消防本部中央消防署☎�８３９５

「糖尿病と生きる」
      ― 健康長寿をめざして ―

４月３日㈰ したら眼科クリニック 上里町金久保 ☎�８３３３
４月10日㈰ 本庄皮膚科形成外科医院 銀 座 ３ 丁 目 ☎�３２３３
４月17日㈰ 児玉清水クリニック 児 玉 町 児 玉 ☎�７５４３
４月24日㈰ 関根内科外科医院 神 川 町 新 里 ☎�７６６７
４月29日㈷ 鈴 木 外 科 医 院 児玉町八幡山 ☎�１２３５
５月８日㈰ はにぽんクリニック 東 台 ４ 丁 目 ☎�３５９６

●小児夜間初期救急診療（本庄総合病院内☎�６１１１）
　診療日　毎週火曜日（休日は除く）　午後６時～９時
　対象　中学生まで
●電話相談をご利用ください
　(相談料無料・通話料利用者負担)
・｢＃8000｣小児救急電話相談
 （ＩＰ電話、ひかり電話、ダイヤル回線からは、
　　　　　　　　　　  　　☎０４８－８３３－７９１１）
 受付時間　月曜日～土曜日 午後７時～翌日午前７時
　　　　    日曜日、休日、年末年始
　　　　　　　　　　　　 午前７時～翌日午前７時
・｢＃7000｣大人救急電話相談
 （ＩＰ電話、ＰＨＳ、ダイヤル回線からは、
                                    ☎０４８－８２４－４１９９)
 受付時間　毎日　午後６時30分～10時30分

★119番は、緊急時（火災やけが人など）の受付専
用電話番号です。夜間など、時間外に診療可能な
病院については、児玉郡市広域消防本部指令課(☎
�1119）でご案内していますので、ご利用くださ
い。ただし、診療科目によっては、県外や児玉郡市
以外の病院をご案内する場合もあります。

●本庄市児玉郡医師会立本庄市休日急患診療所（日曜・休日開設）
　（本庄市保健センター内☎�３３２２)
　　診療時間　午前９時～正午、午後１時～４時、午後７時～10時
　　診療科目　内科系疾患
　　※健康保険証を持参してください。
●在宅当番医療機関
　　診療は午前中のみです。当番医は変更になる場合もあります
　　ので、確認してからお出かけください。

休 日 急 患 の 診 療
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イ
ル
ス
に
よ
っ
て
起
こ
っ
て
い
る

神
経
痛
で
あ
る
の
か
否
か
は
ま
だ

断
定
で
き
ま
せ
ん
。

　
神
経
の
先
端
か
ら
ウ
イ
ル
ス
が

皮
膚
へ
と
進
展
し
て
く
る
と
皮
膚

の
発
疹
が
現
れ
、
そ
の
特
徴
的
な

皮
疹
形
状
か
ら
、
こ
の
時
点
で
や
っ

と
帯
状
疱
疹
で
あ
る
と
診
断
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
皮
疹
は
小
さ
な
水
疱
を
成
し
、

そ
の
水
疱
が
集
ま
る
よ
う
な
形
態

を
と
り
ま
す
。
そ
の
小
水
疱
が
集
し
ゅ
う

蔟ぞ
く
し
た
状
態
の
皮
疹
を
皮
膚
科
学

用
語
で
疱
疹
と
言
い
ま
す
。

　
ま
た
、
水
疱
の
周
囲
は
淡
い
赤

み
を
伴
い
、
こ
れ
を
紅
暈
（
こ
う

う
ん
）
と
言
い
、
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
水
疱
に
伴
う
特
徴
的
な
赤
み
と

さ
れ
ま
す
。

　
神
経
根
が
支
配
し
て
い
る
皮
膚

領
域
全
体
に
上
記
の
疱
疹
が
は
び

こ
る
と
、
あ
た
か
も
帯
の
よ
う
に

見
え
る
た
め
、『
帯
状
疱
疹
』
と

い
う
病
名
が
つ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
神
経
は
左
右
１
対
に
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
皮
疹
は
体
の

左
右
ど
ち
ら
か
の
半
分
の
み
に
分

布
し
ま
す
。

　
受
診
は
お
早
め
に

　
帯
状
疱
疹
は
判
明
す
れ
ば
、
抗

ウ
イ
ル
ス
剤
で
の
加
療
を
な
る
べ

く
早
め
に
開
始
す
る
こ
と
が
良
い

と
い
わ
れ
ま
す
。
痛
み
の
先
行
す

る
発
疹
が
出
た
場
合
は
な
る
べ
く

早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

帯
状
疱
疹
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

医
療
メ
モ

本
庄
市
児
玉
郡
医
師
会
広
報
部
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　マイバッグを利用しましょう
　市では、ごみの減量に向けた取り組みの１つと
して、レジ袋を受け取らずにマイバッグを持参し
て買い物をする呼びかけを、自治会連合会や事業
者と協力し行っています。
　レジ袋は手軽で便利ですが、ほとんどは自宅で
ごみとして処理されてしまいます。レジ袋の使用
を減らすことは、ごみの減量化のほか、石油資源
の節約や地球温暖化防止にもつながります。私た
ちが毎日出すごみを少しでも減らすことが地球環
境を守ることにつながっていると考え、買い物に
はぜひマイバッグを利用しましょう。

　市では、市民のみなさんの毎日の生活に役立つ行政情報や地図
情報などを掲載した「くらしのガイドブック」を作成しました。
　この冊子は官民共同事業により（株）ゼンリンと共同発行し、
企業・事業所などからいただいた広告掲載料をもとに作成したも
のです。
　４月１日㈮以降、新規転入世帯に市民課及び市民福祉課の窓口
で配布し、４月15日㈮以降各自治会を通じて毎戸配布します。

　掲載内容
　　　・市のプロフィール、歳時記、観光
　　　・救急・防災情報
　　　・市役所の業務案内
　　　・公共施設・医療機関一覧
　　　・本庄市ＭＡＰなど　　

燃えるごみの約40％を紙類が占め、その中には新聞紙などリサイクルできる
資源が多く含まれています。１人ひとりが分別することで、ごみが大きな資
源に生まれ変わります。自分たちの手で未来を守りましょう。
　　　　　　　　　　★環境推進課☎�１１７２、環境産業課☎�１３３４EC

ガイド

本庄市くらしのガイドブック　を発行します
★秘書広報課☎�１１５５

―市税のコンビニ納付をご利用ください―
　全国の主なコンビニで市税の納付をすることができ
ます。詳しくは、収納課へお問い合わせください。

―市税夜間収納窓口のお知らせ―
日時　４月５日㈫、５月６日㈮　午後５時15分～７時
場所   ・市役所１階　収納課☎�１１２０
　　　・アスピアこだま　市民福祉課税務係☎�１３３３
※市役所へお越しの際は庁舎東側の夜間休日受付通用口を､
アスピアこだまへお越しの際は正面玄関をご利用ください｡

老人福祉センターつきみ荘の休館日　 　☎�３６９６
４日㈪・11日㈪・18日㈪・25日㈪・５月２日㈪

余熱利用施設湯かっこの休館日 　 　　☎�８１２６
４日㈪・11日㈪・18日㈪・25日㈪・５月２日㈪

ボートレース戸田（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程
１日㈮～４日㈪、12日㈫～17日㈰

※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合
からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

回 収 場 所 日　　程 時　　間 問合せ先

アスピアこだま ４月３日㈰
５月１日㈰

午前９時～
11時

 ハートto
　　　  ハート
(佐久間さんち)
☎�９３００市役所 ４月17日㈰

午前９時～
11時、午後
１時～３時

本庄南公民館 ４月９日㈯ 午前９時～
11時

佐久間さんち
☎�９３００

就労継続支援Ｂ型事
業所「佐久間さんち｣
(本庄高校北側）

４月20日㈬ 随時受付 ポノポノ
☎�２１９５

 集団資源回収予定表　＜回収品目は古紙類・缶類です＞

※天候等の理由で変更になる場合もありますので、各団体にご確認ください。

子どもを犯罪から守るために～地域みんなで子どもを守りましょう～

市民相談（４月〜５月）　相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ※市役所の受付は、午前８時30分～午後５時15分です。

相 談 名 相 談 日 時 な ど 会　場 問 い 合 わ せ
行 政 ４月21日㈭　午後１時～４時

市役所１階 市民相談室 

 
 
　　　☎�１１１３
市民課☎�１１１２
　　　☎�１１１０法 律

４月６日㈬・13日㈬・20日㈬・27日㈬　午後１時～４時
◎５月の相談日

弁護士に
よる相談

５月11日㈬　午後１時～４時　
定員＝６人（先着順)

司法書士に
よる相談

５月25日㈬　午後１時～４時
定員＝６人（先着順)

労 働 法 律 ５月18日㈬　午後１時～４時　
定員＝６人（先着順)

不 動 産 ４月８日㈮・５月13日㈮　午後１時～４時
相談員＝不動産無料相談員（宅地建物取引士）

年金・労働 ４月14日㈭　午後１時～４時
相談員＝社会保険労務士　

税 務 ４月12日㈫・５月10日㈫　午後１時～４時
相談員＝税理士　

消 費 生 活
毎週月・水・木・金曜日（休日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分 市役所４階 商工観光課 商工観光課 ☎�１１７５

毎週火・金曜日（休日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分

上里町役場２階
　　　　　産業振興課

上里町役場産業振興課
 ☎�１２３２

人 権
４月12日㈫　午後１時～４時 アスピアこだま 会議室３ 

はにぽんプラザ ☎�０８２８
４月26日㈫　午後１時～４時 はにぽんプラザ　控室

家 庭 児 童 毎週月～金曜日（休日を除く)　午前９時～午後４時 市役所２階 子育て支援課 子育て支援課☎�１１２９
（家庭児童相談室）

教 育
（不登校等）毎週月～金曜日（休日を除く)　午前９時30分～午後３時

ふれあい教室
（旧勤労会館２階）

教育支援センター
☎�４２８７

教 育
（いじめ等）

毎週水曜日（休日を除く） 電話相談：午後１時30分～５時
※面談による相談は、電話相談の時間内に事前予約受付

子どもの心の相談員
☎�７３３７

心 配 ご と
毎週月曜日（休日を除く） 午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎�８９７６へ

はにぽんプラザ２階
　　　　　　　相談室

本庄市社会福祉協議会
☎�２７５５

毎週月曜日（休日を除く） 午後１時～４時 アスピアこだま１階
　　　　　　　会議室

本庄市社会福祉協議会児玉支所
☎�１２３７

結　　 婚 毎週水曜日（休日を除く) 
午後１時～４時

※相談時間中の
ご連絡は、
☎�８９７６へ

はにぽんプラザ２階
　　　　　　　相談室

本庄市社会福祉協議会
☎�２７５５介護の悩み ４月８日㈮・22日㈮

午後１時～４時

成 年 後 見 ４月12日㈫・26日㈫
午後１時～４時

※各種相談は予約制
※５月の相談予約は、４月20日㈬から受付開始       
   （先着順。受付開始日は電話予約のみ）
※同じ相談に同時に複数の申し込みはできません

　各種相談日
●法律相談　　　　　　　　　　　●行政相談             毎月第３木曜日
・弁 護 士　毎月第１・２水曜日　●不動産相談         毎月第２金曜日
・司法書士　 〃  第３・４水曜日　●年金・労働相談 偶数月第２木曜日
 （労働法律相談のある月は第４水曜日のみ）  ●税務相談　          毎月第２火曜日
●労働法律相談（弁護士）５・８・11・２月の第３水曜日

「
防
犯
安
心
ニ
ュ
ー
ス
」

★
危
機
管
理
課
☎
�
１
１
８
４

【子どもにおしえること】
●知らない人についていかない
　（甘い言葉にのらない）
●ひとりで遊ばない
●外に出かけるときは、
　誰とどこで、何をして、いつ帰るかを言う
●危ないと思ったら、
　大声で叫び、近くの家や店に駆け込む

【おとなができること】
●子どもに声をかけている不審者へ
　声かけをする
●一緒に外出した時は、
　子どもから目を離さない
●子どもの帰宅時間を確認する 
●子どもの変化を見逃さない



ふ
ま きち
らっと walk

★文化財保護課☎�１１８６
歴史民俗資料館
本庄の歴史を語る—
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【
歴
史
を
語
る
展
示
物
】

　
本
庄
市
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
本
庄
市

マ
ス
コ
ッ
ト
「
は
に
ぽ
ん
」
の
モ
デ
ル
に

な
っ
た
「
盾
持
人
物
埴
輪
」
の
ほ
か
、
本
庄

市
の
各
時
代
を
物
語
る
貴
重
な
資
料
を
た
く

さ
ん
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
１
階
に
は
、
縄
文
～
弥
生
時
代
の
土
器
、

古
墳
時
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
埴
輪
、
中
世
資
料

な
ど
を
展
示
し
、
２
階
で
は
、
近
世
～
近
代

の
資
料
や
写
真
等
に
よ
り
、
中
山
道
本
庄
宿

の
繁
栄
や
繭
と
絹
の
町
へ
の
変
化
の
一
端
に

つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

【
洋
風
建
築
の
建
物
】

　
明
治
16
年
に
本
庄
警
察
署
と
し
て
建
築
さ

れ
た
建
物
自
体
が
、
明
治
時
代
の
洋
風
建
築

物
と
し
て
県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
て
、

モ
ダ
ン
な
外
観
や
室
内
の
随
所
に
そ
の
特
徴

が
よ
く
表
れ
て
い
ま
す
。

【
じ
っ
く
り
ご
見
学
を
】

　
ご
予
約
い
た
だ
け
れ
ば
詳
し
い
説
明
も
で

き
ま
す
の
で
、
資
料
館
を
一
度
じ
っ
く
り
見

学
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

各 時代を物語る展示品

盾持人物埴輪
（小島前の山古墳出土 ６世紀末頃）

■
発
行
/本
庄
市

■
編
集
/本
庄
市
役
所
企
画
財
政
部
秘
書
広
報
課

〒
367-8501　

埼
玉
県
本
庄
市
本
庄
3-5-3

☎
㈹
0495-25-1111

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.city.honjo.lg.jp/

※
広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

所 在 地 中央１ー２ー３

開館時間 午前９時〜午後４時 30 分

休 館 日 月曜日（休日の場合は翌日）

説明申込 歴史民俗資料館
☎�３２４３

※予約がなくても見学できます。説明をご希望の人は、
担当者不在の場合がありますのでご予約を！

入 館 無料

〒
367-8501　

埼
玉
県
本
庄
市
本
庄
3-5-3

☎
㈹
0495-25-1111

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.city.honjo.lg.jp/

※
広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
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縄文土器（児玉町共栄）
県内最大規模の集落群が営まれた
現児玉工業団地周辺の縄文時代中
期の新宮遺跡から出土。

ガラス小玉鋳型（日の出）
本庄東中学校校舎建設に伴う薬師堂東遺跡
の調査で出土。完全な形での出土は日本初
であり、破片点数も日本最多。（７世紀頃）

棟札
明治 16 年、本
庄警察署創建時
の上棟札。
作事請負人 角
田富蔵は美里の
人、 ほ か に 建
築委員とし諸井、
田村など、地域
の有力者が名を
連ねている。

靫
ゆぎ
形埴輪

（北堀 マリーゴールドの丘）
靫は矢を入れて背負う道具。県内
でも確認例が数少ない埴輪窯

かまあと
跡で

ある宥勝寺裏埴輪窯跡（県指定史
跡）から出土。（６世紀末頃）

田村本陣休泊帳
江戸時代、本庄宿の本陣に休
泊した大名や役人等の記録。
写真下は、皇女和宮が将軍家
茂に降

こ う か
嫁した時の宿泊記録。

内耳土鍋・白磁小皿ほか
（東五十子）
関東の戦国時代の始まりを告げる五

い か っ
十

子
こ

陣
じん

の跡から出土。五十子陣は関東管
領上杉氏が約 20 年陣を張った場所。

●詳細を check 

ぼくに似てるかなー？
ぜひ本物の埴輪を間近
で見てみてね！

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。
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